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ポイント１

チェック 1

チェック 2

16 関係代名詞

1  人やものを表す名詞にさらに説明する文をつけ加えるとき、関係代名詞が使われます。

2  説明を受ける名詞を先行詞といいます。先行詞が「人」を表すとき関係代名詞はwhoを、「もの」を表
すときwhichを使います。thatは先行詞が「人」を表すときにも「もの」を表すときにも使います。

1  関係代名詞のwho、which、thatは、あとに続く文の中で主語のような働きをして、先行詞につなげ
ることがあります（主格の関係代名詞）。

 lI have a dog that has big ears.（私は耳の大きな犬をかっています）

2  関係代名詞のwhich、thatは、あとに続く文の中で目的語のような働きをして、先行詞につなげるこ
とがあります（目的格の関係代名詞）。

 lI have a book which Mr. Brown wrote.（私はブラウンさんが書いた本を持っています）
 lThis is the picture that Taro took yesterday.（これは太郎が昨日撮った写真です）

3 目的格の関係代名詞は省略することができます。省略しても意味はかわりません。

次の（　）内から適当な語を選び、　　　　　に書きましょう。

次の文から関係代名詞が省略できるものを選び、番号を書きましょう。

(1) I have a friend ( who / which ) lives in Tokyo.  　　　　　　　　　　

(2) They don’t have a book ( who / which ) was written by Soseki. 　　　　　　　　　　

(3) Ken’s friend has a doll ( who / that ) has blue eyes. 　　　　　　　　　　

(4) Mary knows a shop ( who / that ) sells strange hats. 　　　　　　　　　　

(1) This is a cake that Kumi and Yumi made.

(2) That is a car which was made in Hiroshima.

(3) I have a cap which my father gave me.

(4) It is a song that is liked by everyone in our class.

(5) Kobe is a city that Kumi visited this summer.

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
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